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南伊豆歩道 入間へ
（11頁参照）

中木へ1.2㎞
石廊崎へ2.0㎞

中木へ0.9㎞
石廊崎へ2.3㎞

石廊崎へ2.9㎞
中木へ0.3㎞
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長

津

呂

歩

道

伊
豆
の
最
南
端
を
歩
く

な

が

つ

ろ

ほ

ど

う

（
一
般
向
・
家
族
向
）

　

長
津
呂
歩
道
は
、
伊
豆
半
島
最
南
端
の

地
で
あ
る
石
廊
崎
か
ら
、
ユ
ウ
ス
ゲ
が
咲

く
奥
石
廊
崎
の
池
の
原
を
抜
け
、
ス
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
が
人
気
の
中
木
へ
向
か
う
コ
ー

ス
。
一
部
車
道
を
併
用
し
て
い
る
箇
所
が

あ
る
の
で
、
車
両
に
は
十
分
注
意
し
て
歩

こ
う
。

　

石
廊
崎
に
は
、
現
在
も
沖
行
く
船
舶
の

安
全
を
見
守
り
続
け
て
い
る
石
廊
埼
灯
台

や
、
伊
豆
七
不
思
議
の
一
つ
に
も
な
っ
て

い
る
石い
室ろう
神じん
社じゃ
、
縁
結
び
の
神
様
と
し

て
有
名
な
熊
野
神
社
、
南
伊
豆
の
ジ
オ
サ

イ
ト
を
紹
介
す
る
南
伊
豆
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
が
入
っ
て
い
る
石
廊
崎
オ
ー
シ
ャ
ン

パ
ー
ク
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
見
る
こ
と
が

出
来
な
い
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
や
施
設
が
あ
り
、

７
0
0
円
、
オ
ー
ト
バ
イ
２
0
0
円
、
大

型
バ
ス
１
５
０
０
円
。
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遊
覧
船
か
ら
は
険
し
く
美
し
い
地
形
を
堪

能
で
き
る
。

　

時
間
が
あ
れ
ば
起
終
点
付
近
に
あ
る
石

廊
崎
岬
め
ぐ
り
遊
覧
船
に
も
乗
っ
て
い
こ

う
。
伊
豆
半
島
最
南
端
の
石
廊
崎
の
断
崖

絶
壁
や
岩
礁
、
石
廊
埼
灯
台
の
景
観
を
海

か
ら
眺
め
る
遊
覧
船
で
、
30
分
毎
に
運
行

さ
れ
て
い
る
。
大
根
島
や
奥
石
廊
崎
な
ど
、

船
で
し
か
味
わ
え
な
い
豪
快
か
つ
神
秘
的

な
海
の
景
色
が
堪
能
で
き
る
約
25
分
の
船

旅
で
あ
る
。

　

石
廊
崎
港
か
ら
や
や
急
な
坂
道
を
上
っ

て
い
く
と
、
平
成
31
年
４
月
に
開
園
し
た

石
廊
崎
オ
ー
シ
ャ
ン
パ
ー
ク
に
到
着
す

る
。
敷
地
内
の
休
憩
棟
内
で
は
、
お
土
産

物
の
販
売
や
、
食
事
処
の
営
業
が
行
わ
れ

て
い
る
。
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
飲
み
物
等

の
軽
食
だ
け
で
は
な
く
、
南
伊
豆
町
な
ら

で
は
の
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
ラ
ー
メ
ン

や
定
食
等
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
。
施
設
内

に
は
南
伊
豆
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
伊
豆
半
島
の
こ
と
を
知
り
尽
く
し
た

ジ
オ
ガ
イ
ド
か
ら
、
南
伊
豆
町
の
成
り
立

ち
や
地
域
に
伝
わ
る
歴
史
文
化
の
こ
と
ま

で
、
分
か
り
や
す
い
解
説
を
聞
く
こ
と
が

出
来
る
。
ま
た
、
施
設
内
に
は
バ
ス
停
や

駐
車
場
も
あ
る
。
駐
車
料
金
は
、
普
通
車

　

鳥
居
を
く
ぐ
り
坂
を
上
り
切
る
と
石
廊

埼
灯
台
へ
。
さ
ら
に
進
む
と
伊
豆
半
島
最

南
端
石
室
神
社
が
あ
る
。
今
か
ら

1
3
0
0
年
以
上
前
に
建
て
ら
れ
、
現
在

の
社
殿
は
明
治
34
年
（
1
9
0
1
年
）
に

再
建
さ
れ
た
歴
史
の
あ
る
神
社
で
あ
る
。

海
上
安
全
や
商
売
繁
盛
、
学
業
成
就
の
神

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
神
社
の
床
下
に
あ
る

伊
豆
の
七
不
思
議
の
一
つ
、
千
石
船
の
帆

柱
を
見
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
先
端
に
は

熊
野
神
社
も
あ
る
。

　

戻
っ
て
石
廊
崎
オ
ー
シ
ャ
ン
パ
ー
ク
の

駐
車
場
を
抜
け
て
、
広
い
県
道
・
下
田
石

廊
松
崎
線
を
行
く
。
案
内
板
を
右
へ
折
れ

カ
ヤ
ト
の
草
原
を
行
く
。
春
に
は
ワ
ラ
ビ

や
ア
シ
タ
バ
、
ツ
ワ
ブ
キ
な
ど
の
山
菜
が

た
く
さ
ん
顔
を
出
す
。
秋
に
は
一
面
ス
ス

キ
や
ワ
レ
モ
コ
ウ
が
揺
れ
雄
大
な
景
色
が

楽
し
め
る
。

　

展
望
の
良
い
休
憩
舎
で
一
休
み
。
沖
行

く
船
や
奥
石
廊
崎
の
海
岸
線
が
絵
の
よ
う

に
見
え
る
。
休
憩
舎
を
過
ぎ
る
と
、
帆
船

航
海
の
た
め
の
海
上
気
象
予
報
の
道
具
で

あ
り
方
位
を
示
し
た
方
角
石
跡
の
看
板
あ

り
。
中
木
は
、
付
近
の
妻
良
・
子
浦
と
と

も
に
風
待
港
と
し
て
文
化
・
文
政
の
頃
に

最
も
栄
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
方
角
石

は
現
在
、
南
伊
豆
郷
土
館
に
展
示
さ
れ
て

い
る
た
め
そ
の
場
で
見
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
そ
の
先
に
は
、
雑
木
や
山
桜
、
椿
の

茂
っ
た
中
に
四
国
八
十
八
ヶ
所
供
養
塔
が

所
々
に
見
ら
れ
る
。

　

三
体
の
石
仏
を
通
り
過
ぎ
、
小
さ
な
峠

を
下
る
と
再
び
県
道
へ
出
る
。
県
道
を
少

し
歩
い
て
中
木
へ
続
く
道
を
下
る
。
途
中

石
切
場
跡
を
見
て
、や
が
て
中
木
へ
到
着
。

　

中
木
で
は
、
マ
グ
マ
が
冷
え
固
ま
る
際

の
収
縮
に
よ
っ
て
で
き
た
柱
状
節
理
の
迫

力
あ
る
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
。

歩程 約1時間20分

▲石廊崎

▲石廊崎オーシャンパーク

▲中木柱状節理


